
１１

国

交

省

Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
の
整
備
支
援

10
月
31
日
ま
で
提
案
募
集

現
場
見
学
す
る
大
林
組
の
有
志
た
ち

　

国
土
交
通
省
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ

（
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ク
ル
・
カ
ー

ボ
ン
・
マ
イ
ナ
ス
）
住
宅
の
整

備
に
対
す
る
支
援
を
行
う
た

め
、
支
援
対
象
事
業
の
２
０
２

２
年
度
２
回
目
の
募
集
を
始
め

た
。
10
月
31
日
ま
で
提
案
を
募

り
、
年
内
に
対
象
事
業
を
選
定

す
る
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
は
、
自
然
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
建
築
か
ら
居

住
、
解
体
・
再
利
用
ま
で
の
住

宅
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ

た
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
収

支
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
脱
炭
素

化
住
宅
。
新
築
に
限
り
設
計
費

と
工
事
費
の
合
計
額
の
２
分
の

１
を
補
助
す
る
。
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
高
効

率
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン
の

設
置
、
地
域
木
材
、
高
炉
セ
メ

ン
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用
な

ど
が
補
助
対
象
と
な
る
。

　

補
助
限
度
額
は
１
戸
当
た
り

１
４
０
万
円
。

　

全
国
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会

（
舟
田
詔
文
会
長
）
は
、「
褒
め

て
く
だ
さ
い
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
結
果
を
発
表
し

た
。
応
募
総
数
１
３
９
４
作
品

の
中
か
ら
、
兵
庫
県
の
青
山
健

吾
さ
ん
の
作
品
が
グ
ラ
ン
プ
リ

に
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
防
草

ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会
や
製
品
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
協
会

活
動
・
製
品
を
『
褒
め
る
』
川

柳
や
一
言
な
ど
を
一
般
の
人
か

ら
募
集
。
昨
年
度
か
ら
開
催
し

て
お
り
、
本
年
度
は
五
七
五

コ
ー
ス
に
４
９
２
作
品
、
褒
め

ち
ぎ
り
コ
ー
ス
に
３
２
１
作

い
企
業
の
受
注
機
会
喪
失
と
企

業
間
格
差
の
拡
大
を
懸
念
」
と

い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

会
で
補
正
予
算
が

成
立
す
る
こ
と
が

多
く
、
予
算
が
成

立
し
た
場
合
に
、

速
や
か
に
希
望
す

る
自
治
体
が
活
用

に
向
け
て
動
け
る

よ
う
に
し
て
お

く
。
自
治
体
に
対

し
て
補
助
事
業
で

の
活
用
を
促
す
通

知
は
初
め
て
。

　

事
業
加
速
円
滑

化
国
債
は
、
２
０

２
１
年
の
補
正
予

算
に
合
わ
せ
て
新

た
に
設
け
た
債
務

負
担
行
為
。「
防

災
・
減
災
、
国
土

強
靱
（
き
ょ
う
じ

ん
）
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対

策
」
に
基
づ
く
複

数
年
に
わ
た
る
事

業
を
対
象
に
、

補
正
予
算
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
き
る
国

で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
て
対
応

に
追
わ
れ
た
こ

と
や
、
狭
隘
な

敷
地
に
対
応
す

る

た

め
、

ク

レ
ー
ン
を
使
っ

た
施
工
で
敷
地

の
奥
か
ら
手
前

へ
と
移
動
さ
せ

店
が
同
Ｊ
Ｖ
に
依
頼
し
て
実
現

し
た
も
の
で
、
敷
地
が
狭
あ
い

な
ど
、
厳
し
い
条
件
下
の
現
場

を
見
学
し
、
自
社
の
取
り
組
み

に
生
か
す
こ
と
が
狙
い
。ま
た
、

意
見
を
交
わ
し
て
大
林
組
側
が

地
元
ゼ
ネ
コ
ン
に
助
言
を
行
う

な
ど
し
て
、
相
互
に
良
い
効
果

を
生
み
出
す
た
め
に
行
っ
た
。

　

説
明
は
、
同
Ｊ
Ｖ
で
現
場
代

理
人
を
務
め
て
い
る
橋
本
店
建

築
部
の
阿
部
重
貴
部
長
代
理
が

行
っ
た
。
阿
部
代
理
人
は
、
見

学
を
前
に
現
場
事
務
所
で
工
事

概
要
や
施
工
中
の
課
題
と
反
省

を
解
説
。
着
工
後
に
地
下
埋
設

物
の
撤
去
や
地
盤
改
良
が
必
要

る
「
建
て
逃
げ
方
式
」
を
採
用

し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

続
い
て
一
行
は
現
場
に
移
動

し
て
工
事
の
様
子
を
見
学
。
作

業
の
進
め
方
や
足
場
を
組
む
順

番
、
現
場
の
床
を
汚
さ
な
い
工

夫
な
ど
に
注
目
し
な
が
ら
見
て

回
っ
て
い
た
。
阿
部
代
理
人
の

解
説
を
熱
心
に
聞
き
、
写
真
を

撮
っ
た
り
メ
モ
を
と
っ
た
り
し

て
地
元
業
者
の
取
り
組
み
を
参

考
に
し
て
い
た
。

　

大
林
組
東
北
支
店
の
中
谷
康

彦
建
築
工
事
第
一
部
長
は
、「
現

場
で
の
工
夫
が
ワ
ン
パ
タ
ー
ン

化
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
見
学

し
、
新
た
な
発
想
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
阿
部
代
理
人
が
多

方
面
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ

て
臨
ん
で
い
る
こ
と
も
参
考
に

な
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

大
林
組
東
北
支
店
で
は
今

後
、
自
社
の
現
場
に
も
地
元
ゼ

ネ
コ
ン
を
招
い
て
同
様
の
見
学

会
・
意
見
交
換
会
を
行
う
予
定
。

　

こ
の
新
築
工
事
は
既
存
庁
舎

の
北
側
に
、
Ｓ
造
５
階
建
て
の

行
政
機
能
エ
リ
ア
棟
と
、
Ｓ
造

３
階
建
て
の
市
民
交
流
エ
リ
ア

棟
か
ら
構
成
す
る
総
延
べ
１
万

２
０
８
４
・
45
平
方
㍍
の
新
庁

舎
を
建
設
す
る
も
の
。
現
在
の

進
捗
率
は
85
㌫
。
設
計
・
監
理

は
久
米
設
計
。
工
期
は
11
月
30

日
ま
で
。

日
本
電
設
工
業　

（
10
月
１
日
）

▽
東
北
支
店
安
全
推
進
部
長

（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛
岡
支
社
盛
岡

電
力
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長
）
須

藤
学
▽
東
北
支
店
山
形
営
業
所

長
（
東
北
支
店
安
全
推
進
部
工

務
安
全
推
進
課
長
）
白
坂
邦
美

会

員

ア

ン

ケ

ー

ト
全　　建

価
格
高
騰
の
反
映
は
自
治
体
で
遅
れ

円
滑
化
国
債
の
活
用
国 交 省
総 務 省

自
治
体
に
初
周
知

大林組東北支店の有志

橋本店ＪＶの現場で意見交換も

大崎市役所新築工事現場を見学

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
調

べ
で
は
、
２
０
２
２
年
に
お

け
る
日
本
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」
は
１
４
６
カ

国
中
１
１
６
位
と
な
る
な
ど
、

男
女
共
同
参
画
の
現
状
は
依
然

と
し
て
諸
外
国
に
比
べ
遅
れ
て

い
る
。
中
で
も
、
日
本
の
女
性

管
理
職
の
少
な
さ
が
男
女
間
賃

金
格
差
の
最
大
要
因
と
さ
れ
て

お
り
、
政
府
は
女
性
管
理
職
の

割
合
を
２
０
２
０
年
代
の
可
能

な
限
り
早
期
に
30
㌫
程
度
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
受
け
て
、

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
仙
台
支
店

　

東
北
６
県
企
業
の
女
性
管
理
職
の
割
合
が
平
均
10
・
７
㌫
で
、
こ
の
う
ち
建
設
業

は
産
業
別
で
最
も
低
い
６
・
５
㌫
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
仙

台
支
店
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
女
性
管
理
職
30
㌫
以
上
の
企
業
が
11
・
６
㌫
（
前
年

同
期
比
１
・
９
㌽
増
）
と
な
る
な
ど
、
総
じ
て
女
性
管
理
職
の
割
合
が
上
昇
傾
向
と

な
る
中
、
建
設
業
の
遅
れ
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
各
企
業
で
は
、「
性
別
に
関
わ
ら

ず
成
果
で
評
価
」「
女
性
の
育
児
・
介
護
休
業
を
取
り
や
す
く
す
る
」
と
い
っ
た
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
と
い
う
。は

、
女
性
登
用
に
対
す
る
企
業

の
見
解
に
つ
い
て
調
査
を
実

施
。
調
査
期
間
は
７
月
15
日
か

ら
同
31
日
ま
で
、
調
査
対
象
１

６
３
９
社
の
う
ち
、
７
６
９
社

か
ら
回
答
が
あ
っ
た
（
回
答
率

46
・
９
㌫
）。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
女
性
管
理

職
の
割
合
は
過
去
最
高
と
な
る

平
均
10
・
７
㌫
で
、
前
年
同
期

比
１
・
０
㌽
増
加
と
上
昇
傾
向
。

一
方
、
女
性
管
理
職
が
い
な
い

企
業
は
、
前
年
と
比
べ
て
１
・

７
㌽
増
の
45
・
１
㌫
と
な
っ
た
。

　

業
界
別
に
女
性
管
理
職
の
割

合
を
見
る
と
、
建
設
業
は
前
年

同
期
比
１
・
２
㌽
増
の
６
・
５

㌫
と
伸
び
た
も
の
の
、
他
産
業

に
比
べ
最
も
低
い
割
合
だ
っ

た
。
企
業
規
模
別
で
は
、
大
企

業
が
７
・
８
㌫
、
中
小
企
業
が

11
・
１
㌫
、
小
規
模
企
業
が

13
・
５
㌫
と
、
規
模
が
小
さ
い

企
業
ほ
ど
女
性
管
理
職
の
割
合

は
高
か
っ
た
。

　

政
府
が
目
標
と
し
て
掲
げ

る
「
女
性
管
理
職
30
㌫
」
の
目

標
を
達
成
し
て
い
る
企
業
は
、

11
・
６
㌫
だ
っ
た
。
今
後
、
自

社
の
女
性
管
理
職
割
合
が
増
え

る
と
見
込
む
企
業
は
全
産
業
で

33
・
６
㌫
。
一
方
で
「
変
わ
ら

な
い
」
と
答
え
る
企
業
が
44
・

１
㌫
に
上
っ
た
。

　

「
女
性
の
活
躍
促
進
の
た
め

　

国
土
交
通
省
と
総
務
省
は
、

公
共
工
事
の
円
滑
な
施
工
確
保

に
向
け
、「
事
業
加
速
円
滑
化

国
債
」
を
活
用
す
る
よ
う
、
全

国
の
都
道
府
県
・
政
令
市
に
通

知
し
た
。
近
年
、
秋
の
臨
時
国

　

全
国
建
設
業
協
会
（
奥
村
太

加
典
会
長
）
が
会
員
企
業
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
建
設
資
材
価
格
の
高
騰
を

工
事
の
予
定
価
格
に
事
前
に
反

映
、
あ
る
い
は
概
ね
反
映
し
て

い
る
発
注
機
関
は
、
国
土
交
通

省
が
50
・
５
㌫
、
都
道
府
県
が

36
・
２
㌫
、
市
区
町
村
が
25
・

２
㌫
で
、
市
区
町
村
を
中
心
に

地
方
自
治
体
の
対
応
の
遅
れ
の

指
摘
が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
価

格
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

た
の
は
21
・
１
㌫
、
申
請
予
定

（
検
討
中
含
む
）
は
34
・
３
㌫

だ
が
、
申
請
を
予
定
し
て
い
な

い
企
業
が
44
・
６
㌫
で
最
も
多

か
っ
た
。

　

ス
ラ
イ
ド
条
項
の
手
続
き
に

関
し
て
は
、
満
足
が
９
・
４
㌫
、

や
や
満
足
が
42
・
９
㌫
を
占
め

る
一
方
、
28
・
６
㌫
が
や
や
不

満
、
19
・
１
㌫
が
不
満
と
回
答

し
、
見
方
が
分
か
れ
た
。

　

不
満
・
や
や
不
満
の
回
答
者

か
ら
は
、手
続
き
の
簡
素
化
や
、

単
品
ス
ラ
イ
ド
で
対
象
と
な
る

変
動
率
の
１
㌫
以
下
へ
の
引
き

下
げ
、
対
象
品
目
の
拡
大
な
ど

に
つ
い
て
要
望
が
出
た
。

　

ま
た
、
資
材
価
格
の
高
騰
に

よ
っ
て
、
50
・
４
㌫
の
企
業
が

直
近
１
年
で
取
引
先（
下
請
け
・

資
材
業
者
）
か
ら
契
約
内
容
の

見
直
し
の
要
請
を
受
け
た
。
こ

れ
に
対
し
て
50
・
1
㌫
が
対
応
、

41
・
９
㌫
が
ほ
ぼ
対
応
し
た
。

　

高
騰
す
る
資
材
価
格
の
価
格

転
嫁
に
関
す
る
発
注
者
へ
の
要

望
で
は
、「
高
騰
の
速
度
が
速

く
実
勢
価
格
と
の
か
い
離
が
広

が
る
た
め
、年
１
回
で
は
な
く
、

債
と
な
っ
て
い
る
。

　

単
年
度
の
補
正
予
算
で
は
、

年
度
後
半
に
成
立
し
た
場
合
、

工
期
が
年
度
を
ま
た
ぐ
可
能
性

が
高
く
、
１
年
目
と
２
年
目
の

間
が
繰
り
越
し
対
応
と
な
る
た

め
、
繰
り
越
し
て
も
工
期
が
最

大
で
１
年
程
度
し
か
と
れ
な

い
。
こ
の
た
め
５
か
年
加
速
化

対
策
に
含
ま
れ
る
、
河
川
の
樋

門
・
樋
管
や
排
水
機
場
、
橋

梁
、
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
な
ど
、

複
数
年
に
わ
た
る
事
業
の
実
施

が
困
難
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
補
正
予
算
で
も
複
数
年
に

わ
た
っ
て
使
え
る
３
カ
年
国
債

や
４
カ
年
国
債
の
新
た
な
運
用

を
開
始
。
併
せ
て
、
計
画
的
か

つ
円
滑
な
事
業
執
行
を
促
す
こ

と
と
し
た
。

　

昨
年
の
補
正
予
算
で
は
約
１

０
０
０
億
円
の
事
業
加
速
円
滑

化
国
債
を
設
定
、
当
初
予
算
と

同
様
に
複
数
年
度
に
わ
た
る
工

事
発
注
を
制
度
的
に
可
能
と
し

た
。
そ
の
上
で
、
国
交
省
は
大

臣
官
房
技
術
調
査
課
長
ら
関
係

課
長
名
で
地
方
整
備
局
に
対
し

て
、
事
業
加
速
円
滑
化
国
債
の

活
用
を
要
請
し
た
。

企
業
の
う
ち
55
・
４
㌫
が
ス
ラ

イ
ド
条
項
を
申
請
、
あ
る
い
は

申
請
を
予
定
し
て
い
る
が
、47
・

７
㌫
が
手
続
き
の
煩
雑
さ
な
ど

制
度
に
不
満
を
感
じ
て
い
た
。

　

調
査
は
７
月
～
８
月
上
旬

に
、
毎
年
行
っ
て
い
る
品
確
法

の
運
用
指
針
の
運
用
状
況
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
実
施

し
た
。
47
都
道
府
県
建
設
業
協

会
を
通
じ
て
１
３
４
１
社
が
回

答
し
た
。

　

資
材
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
企
業
は
97
・
８
㌫
で
、

回
答
企
業
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め

た
。
高
騰
し
て
い
る
資
材
（
複

数
回
答
）
に
つ
い
て
は
、
燃
料
・

鉄
筋
・
生
コ
ン
が
８
割
を
超
え
、

鋼
材
（
鉄
筋
除
く
）・
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
合
材
・
木
材
（
型
枠
材
含

む
）
が
７
割
台
で
続
い
た
。

　

発
注
機
関
別
で
、
予
定
価
格

に
価
格
高
騰
を
反
映
し
て
い
な

い
と
い
う
指
摘
は
、
国
土
交
通

省
で
49
・
５
㌫
、
都
道
府
県
で

63
・
８
㌫
、
市
区
町
村
で
74
・

９
㌫
と
な
っ
た
。

　

影
響
を
受
け
て
い
る
企
業
の

う
ち
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
申
請
し

　

今
回
の
通
知
で
は
、
補
助
事

業
で
も
国
債
が
活
用
で
き
る
こ

と
を
都
道
府
県
と
政
令
市
に
周

知
し
た
。
自
治
体
の
要
望
に
応

じ
て
国
が
国
債
を
設
定
す
る
こ

と
で
、
自
治
体
は
次
年
度
以
降

に
わ
た
る
国
庫
負
担
の
見
通
し

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

通
知
で
は
、
事
業
加
速
円
滑

化
国
債
を
活
用
す
る
た
め
に

は
、「
国
債
を
設
定
し
た
同
年

度
中
に
工
事
請
負
契
約
を
締
結

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
自
治
体

に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

　

橋
本
店
・
村
田
工
務
所
・
荒

谷
土
建
Ｊ
Ｖ
が
建
築
工
事
を
担

当
す
る
宮
城
県
大
崎
市
の
市
役

所
本
庁
舎
新
築
工
事
の
現
場
に

21
日
、
大
林
組
東
北
支
店
建
築

工
事
部
の
有
志
５
人
が
見
学
に

訪
れ
た
。
現
場
が
狭
隘
な
こ
と

か
ら
施
工
に
当
た
り
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
が
行
わ
れ
て
お
り
、
有

志
た
ち
が
同
Ｊ
Ｖ
の
技
術
や
工

夫
を
見
て
回
り
理
解
を
深
め
た
。

　

こ
の
見
学
は
大
林
組
東
北
支

会
員
の
約
７
割
が

賃
上
げ
表
明

建
設
業
は
産
業
別
で
最
低
の

建
設
業
は
産
業
別
で
最
低
の
66..55
％％

帝国データ仙台

女
性
登
用
に
対
す
る
意
識
調
査

女
性
管
理
職
割
合
は
全
産
業
で
10
・
７
％

東
北

６
県

10月１日からエントリー開始

仮想空間をデザイン

　

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
（
髙

橋
清
秋
会
長
）
は
、
11
月
に
仙
台
市

で
開
催
す
る
日
本
建
築
士
事
務
所
協

会
連
合
会
主
催
の
「
マ
ロ
ニ
エ
Ｂ
Ｉ

Ｍ
設
計
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
の
詳

細
を
固
め
た
。
10
月
１
日
か
ら
27
日

に
か
け
て
、
宮
事
協
な
ど
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
受
け
付
け

を
開
始
。
11
月
16
日
に
１
次
審
査
通

過
者
を
公
表
し
、
同
月
26
日
に
エ
ル

パ
ー
ク
仙
台
で
行
う
２
次
審
査
を
経

て
最
優
秀
賞
な
ど
を
決
定
す
る
。

　

こ
の
コ
ン
ペ
は
、
２
０
１
４
年
に

栃
木
県
建
築
士
事
務
所
協
会
が
学
生

を
対
象
に
始
め
た
後
、
全
国
の
学
生

へ
と
参
加
者
の
枠
を
拡
大
。
19
年
か

ら
は
日
事
連
主
催
と
な
り
、
応
募
者

も
実
務
者
に
ま
で
広
げ
た
ほ
か
、
20

年
は
初
め
て
栃
木
県
以
外
の
福
岡
県

で
開
催
し
た
。

　

今
回
の
宮
城
大
会
は
、
提
案
し
た

も
の
を
建
設
し
た
り
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
Ｂ
Ｉ

Ｍ
の
特
性
や
利
点
を
最
大
限
に
活
か

し
て
、
無
限
の
仮
想
空
間
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
こ
と
を
重
視
。
仙
台
市
の
青

葉
山
公
園
整
備
地
内
を
仮
想
の
対
象

敷
地
と
し
、「
青
葉
山
公
園
に
杜
の

都
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
象
徴
す
る
デ

ザ
イ
ン
の
提
案
」
を
テ
ー
マ
に
作
品

を
募
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
敷
地
面
積
と

い
っ
た
具
体
的
な
条
件
に
つ
い
て
、

エ
ン
ト
リ
ー
受
け
付
け
後
の
10
月
29

日
に
行
う
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
で
発

表
。
11
月
８
日
ま
で
作
品
の
提
出
を

受
け
付
け
る
。

　

そ
の
後
、
11
月
16
日
の
１
次
審
査

で
８
チ
ー
ム
程
度
を
選
出
。
同
月
26

日
の
２
次
審
査
は
、
１
チ
ー
ム
２
人

ま
で
の
参
加
と
す
る
対
面
で
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
と
し
て
実

施
。
遠
隔
地
か
ら
の
参
加
者
な
ど
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
も
認
め
る
。

２
次
審
査
を
経
て
▽
最
優
秀
賞
（
国

土
交
通
大
臣
賞
）
１
点
・
賞
金
20
万

円
▽
優
秀
賞
（
日
事
連
会
長
賞
、
宮

城
県
知
事
賞
、
仙
台
市
長
賞
）
３
点
・

賞
金
５
万
円
▽
奨
励
賞
４
点
・
賞
金

３
万
円
▽
審
査
委
員
長
特
別
賞
１
点

―
を
選
定
。
審
査
委
員
長
は
建
築
家

の
藤
本
壮
介
氏
（
藤
本
壮
介
建
築
設

計
事
務
所
代
表
取
締
役
）が
務
め
る
。

ま
た
、
審
査
に
先
立
ち
藤
本
氏
の
基

調
講
演
も
行
う
。

マ
ロ
ニ
エ
Ｂ
Ｉ
Ｍ
設
計
コ
ン
ペ

宮

事

協

　

全
建
は
、
会
員
企
業
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
賃
上
げ
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
も
聞
い

た
。
国
の
「
総
合
評
価
落
札
方

式
に
お
け
る
賃
上
げ
実
施
企
業

へ
の
加
点
措
置
」
に
対
し
て
、

50
・
５
㌫
が
「
賃
上
げ
表
明
」

を
既
に
行
い
、
18
・
６
㌫
が
表

明
を
予
定
。
合
わ
せ
て
７
割
弱

が
賃
上
げ
を
行
う
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

賃
上
げ
の
方
法
で
は
、
78
・

６
㌫
が
「
給
与
総
額
」、
21
・

４
㌫
が
「
１
人
当
た
り
の
平
均

受
給
額
」
を
引
き
上
げ
る
。

　

ま
た
、「
給
与
総
額
」
を
引

き
上
げ
る
企
業
の
う
ち
31
・
０

㌫
、「
１
人
当
た
り
の
平
均
受

給
額
」
を
引
き
上
げ
る
企
業
の

う
ち
43
・
1
㌫
は
、
賞
与
や
諸

手
当
を
除
い
て
１
・
５
㌫
（
中

小
企
業
）
あ
る
い
は
３
・
０
㌫

（
大
企
業
）
の
賃
上
げ
を
行
う
。

　

賃
上
げ
の
形
態
は
、
定
期
昇

給
が
44
・
４
㌫
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
が
40
・
８
㌫
、
賞
与
が
10
・

５
㌫
。

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
行
う
企
業

の
引
き
上
げ
幅
は
「
１
・
５
㌫
」

が
40
・
５
㌫
と
最
も
多
く
、「
１
・

６
～
２
・
９
㌫
」
が
27
・
１
㌫
、

「
３
㌫
」
が
19
・
５
㌫
で
次
い

だ
。「
３
・
１
㌫
以
上
」
も
９
・

５
㌫
あ
っ
た
。

　

賃
上
げ
に
関
す
る
意
見
で

は
「
賃
上
げ
に
見
合
う
設
計
労

務
単
価
、
現
場
管
理
費
、
一
般

管
理
費
の
引
き
上
げ
を
求
め
た

い
」「
賃
上
げ
を
達
成
で
き
な

か
っ
た
場
合
の
減
点
措
置
は
な

く
し
て
ほ
し
い
」「
事
前
表
明

で
な
く
、
実
績
評
価
に
し
て
ほ

し
い
」「
賃
上
げ
に
余
力
の
な

数
回
は
見
直
し
を
し
て
ほ
し

い
」
を
い
う
意
見
が
出
た
。
ま

た
、「
予
算
が
な
い
か
ら
ス
ラ

イ
ド
の
手
続
き
は
で
き
な
い
と

い
う
の
は
や
め
て
ほ
し
い
」「
ス

ラ
イ
ド
条
項
適
用
に
つ
い
て
、

前
例
が
な
い
の
で
で
き
な
い
と

に
自
社
で
行
っ
て
い
る
こ
と
」

と
の
設
問
に
対
し
て
は
「
性

別
に
関
わ
ら
ず
成
果
で
評
価

（
58
・
６
㌫
）」「
女
性
の
育
児
・

介
護
休
業
を
取
り
や
す
く
す

る
（
41
・
０
㌫
）」「
性
別
に
関

わ
ら
ず
配
置
・
配
属
（
40
・
８

㌫
）」「
女
性
従
業
員
の
採
用
増

（
25
・
６
㌫
）」「
就
業
時
間
の

柔
軟
化
（
23
・
１
㌫
）」「
社
内

風
土
の
変
革（
18
・
１
㌫
）」「
時

短
勤
務
の
対
応
（
17
・
２
㌫
）」

と
い
っ
た
答
え
が
目
立
っ
た
。

　

今
回
の
結
果
を
受
け
て
同
社

で
は
、「
労
働
人
口
の
減
少
に

加
え
、
多
様
性
が
ま
す
ま
す
重

視
さ
れ
る
現
代
社
会
で
女
性
の

活
躍
促
進
は
企
業
の
価
値
向
上

や
、
持
続
的
成
長
に
お
い
て
重

要
度
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
強

調
。「
企
業
は
男
女
を
問
わ
ず

従
業
員
が
仕
事
と
家
庭
を
両
立

で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に

監
督
員
か
ら
言
わ
れ
た
」
と
、

発
注
者
の
無
理
解
へ
の
指
摘
も

あ
っ
た
。

　

民
間
工
事
に
関
し
て
は
「
価

格
協
議
が
困
難
。
工
事
価
格
の

増
加
を
理
解
し
て
ほ
し
い
」「
民

間
工
事
の
契
約
約
款
の
改
定
な

ど
を
行
っ
て
、
公
正
に
取
引
で

き
る
環
境
整
備
を
し
て
ほ
し

い
」と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。

品
、
親
父
ギ
ャ
グ
コ
ー
ス
に
３

１
０
作
品
、
キ
レ
の
あ
る
一
言

コ
ー
ス
に
２
７
１
作
品
の
計
１

３
９
４
作
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選

ば
れ
た
の
は
、
五
七
五
コ
ー
ス

に
応
募
し
た
兵
庫
県
の
青
山
健

吾
さ
ん
の
作
品
「
生
え
ぬ
草　

映
え
る
景
観　
　

栄
（
は
）
え

る
街
」
で
、
賞
金
５
万
円
が
贈

ら
れ
た
。

　

事
務
局
の
松
本
博
之
さ
ん

は
「
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
は
、
言

葉
使
い
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
素
晴

ら
し
く
『
美
し
い
国
・
ニ
ッ
ポ

ン
』
を
連
想
さ
せ
る
素
敵
な
作

品
だ
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ

て
、
道
路
地
下
で
見
え
な
い
防

草
ブ
ロ
ッ
ク
技
術
を
知
っ
て
も

ら
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

来
年
も
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
企
画
を
考

え
た
い
」
と
話
し
た
。

　

全
て
の
結
果
は
、
全
国
防
草

ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会
Ｈ
Ｐ
コ
ン
テ

ス
ト
特
設
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で

き
る
。

防
草
ブ
ロ
ッ
ク
技
術
を
知
っ
て

全
国
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会

川
柳
な
ど
コ
ン
テ
ス
ト
に

１

３

９

４

作

品

加
え
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
・
育
成

や
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
の
提
示
、
社
内
風
土
・

意
識
の
改
革
な
ど
多
方
面
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
ま
と
め
て
い
る
。

２０２２

９月２８日

水曜日
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